











































































































































































調査は公立小学校の 5 年生 1 クラス ( 児童
3 名 ) を対象に行った。単元「小数のかけ
算」 11 時間の授業と，単元「図形の合同と
















































5.1 単元 ｢ 小数のかけ算 ｣ の授業の分析 
第 3 時：5.26×4.8の問題をもとに ( 小













C  ： 5.26 の点を持ってきた。  
教師：じゃあ，この (4.8) 小数点以下はどう
するんですか？  
C  ：あっ，もう 1 つずらすの？  
教師：○ . ○ × ○ . ○ってやったでしょ，
先週 ( ○の中にはそれぞれ 1 桁の数
字が入る。以下の○も同様 ) 。  
C  ：やった。  
教師：答えが○○○○とすると，小数点 2
つ分が，こっちにくるんでしょ ( 指
を右から左に動かしながら ) 。  
A  ：ああ。  
B  ：てことは，にじゅう。  
教師：こっち (5.26×4.8) は，小数点以下が 3
つあるんですよ。  




















526 で 48， 5.26 を 526 にすると何
倍？  
C   ： 100 倍。  
教師  ： 100 倍ですよね。 4.8 を 48にする
と？  
A と C ： 10倍。  
教師  ：それで答え出した場合，答えは？  
C   ： 1000 倍。  
教師  ： 1000 倍になっているはずですよね。
こっちが 100 倍で，こっちが 10倍
ですから，答えは 1000 倍。なので，
逆にすると？  
C   ： 1000 分の 1 。  
教師  ： 1000 分の 1 にしなくてはいけない





































































 0.2 5      0.2 5  
×   6    ×  0.6     
 1 5 0        1 5 0  
    図2  






教師： 0.25×6 。小数点どこ？  
A  ： 5 と 0 。  
C  ： 1 と 5 の間。  
教師： 2 人の意見が違います。  
A  ：分かんない。  
教師： B さんに聞いてみよう。  
B  ： 1 と 5 の間。  
教師： 1 と 5 の間。なぜですか？  
B  ： 0 と 2 の間に小数点。  
教師：だから，なぜ，ここに小数点がくる
んですか？はい， C さん。  
C  ：その小数点は， 0 と 2 の間にあって，




















は小数点がつく位置について「 1 と 5 の間」




















させた際に，Aは「小数点以下が， 1 ， 2 ，











5.2 単元 ｢ 図形の合同と角 ｣ の授業の分析 
 第 2 時から第 3 時にかけて，教師の指導と
して特徴的な場面が見られた。そこで，第 2
時と第 3 時を通して授業の分析と考察を行う。 
第 2 時：合同な三角形を作図する方法   
    について考える。 
 
図 3  
第 1 時に，教師と子どもたちの間で
辺の長さと角度を次のように決めた。 
辺アイ : 6cm   角ア : 70 ° 
辺アウ : 5.3cm  角イ : 50 ° 





第 3 時：「 2 辺とその間の角」を用い  
    た作図方法について考える。 
第 2 時で，教師は子どもたちとのやりとり
を通して， 3 通りの合同な三角形の作図方法



































































第 5 時：合同な四角形のかき方につい 
て考える。 
 
     図 4  
第 4 時に，教師と子どもたちの間で
辺の長さと角度を次のように決めた。 
辺アイ : 6cm   角ア: 90° 
辺イウ : 8cm   角イ: 60° 
辺ウエ : 2.8cm  角ウ: 80° 
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